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概 要：

急速に発展するヘルスケアの最先端研究である「1細胞解析」において，ゲノムバイオとエレクトロニクス

の融合に基づく技術開発が急務である。そこで，「単一細胞解析」分野を世界的に先導するシングルセルサー

ベイヤー研究会が企画し，京都リサーチパーク内に新設の京都バイオ計測センターで標記の国際会議を開催

した。京都バイオ計測センターは，主催の京都大学の植田充美が代表を務めており，国内外の研究者には魅

力的なロケーションであると同時に，成果発表と実質的な研究交流を効果的に実施でき，我が国のプレゼン

スもアピールできる。ゲノム工学，オミクス解析，装置開発等に携わる研究とその成果の実用化を見据えて，

企業の研究者も多数参加した。具体的には，遺伝子配列の自動解析，オミクス解析，Imaging や MEMS 解析

などを基盤としたバイオ計測を生命機能の理解に向けた 1 細胞の精密解析に浸透させ，この分野で世界的に

著名な海外研究者と国内研究者たちの最近の話題の議論により，本分野の進展が図れた。これまで，ス

ウェーデンやスイスで招待開催されてきており，その内容は，著名な世界的なNature Material 誌にも紹介さ

れてきている。また，日本のリーダシップにより，アジア・アフリカにおける若手研究者の参画を促し，若

手研究者 (ポスドク，大学院生) を中心としたポスターセッションと若手賞も設け，関連分野の若手の育成

にも着手できた。これは，新しく若い国際的で，かつ，持続的なネットワークの強化につながり，新しい分

野の開拓をもめざしたものでその重要な目的も実現できた。
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概 要：

全体で 28 名による招待講演を実施した。討論を含め，1人 40 分の時間を設け，実験のデザインに至るまで

可能な限り詳細な最新研究成果を披露して頂いた。知覚学習に絞った専門家ばかりの会議であったため，具

体的な議論も多く，いずれも時間を超過しながらの，しかしながら密度の濃いワークショップとなった。

知覚学習のメカニズム解明，あるいは知覚学習が脳に与える影響，知覚学習を課題とした実験による研究

成果など，同トピックスに関する最新の研究が一同に会し議論できたことにより，相互理解を深めるだけで

なく，例えば今後，情報通信インタフェースへの応用が可能な要素技術の存在を印象づけた。

特に知覚学習のメカニズムを解明することにより，インターネット等における効果的な視覚情報提示に貢

献しうることを再確認し，さらに情報通信における視覚情報は重要度を増している状況下において，視覚情

報のセンシングを推進することが重要であるということを結論付けられたことは意義深い。また，これらの

成果の一部を学術誌Vision Research の特別号として公開することが決定した (Elsevier 社より出版予定)
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